
日 時 平成１６年 ５月２５日（火）第１時限 授業者 （省略） 

クラス   普  通  科   ３ 年 １ 組   場 所      １ ３ ５   教室 

単 元   第１章 行列 教科書 新編 数学Ｃ（数研出版） 

指
導
目
標 

１ 行列の意味を理解させ、その計算が自由に

実行できる能力養う。 

２ 行列の積については、数や式の演算とは違

う性質を持つことを認識させる。 

３ 逆行列や消去法により、連立１次方程式の

解が求められるようにする。 

指
導
計
画 

第２節 行列と連立１次方程式 

 ６ 逆行列･･･････････････････････････４時間 

 ７ 連立１次方程式･･･････････５時間（本時はその２） 

 ８ コンピュータと連立１次方程式･････２時間 

 問題･････････････････････････････････１時間 

演習問題･･･････････････････････････････２時間 

主題（教材） 連立２元１次方程式の消去法による解法 

前時の課題 連立１次方程式を、加減法を用いて解く。 

目 

標 

１ 加減法による解法が、基本変形による消去法であることを理解させる。 

２ 基本変形をしても、方程式の解は変わらないことを理解させる。 

３ 未知数の数が増えても、同じ方法で解けることを理解させる。 

指 
 
 
 

導 
 
 
 

過 
 
 
 

程 

学  習  活  動 時間 指 導 上 の 留 意 事 項 評価の方法・基準等 

（
導
入
） 

１ 連立２元１次方程式を加減法で

解く。 

２ 本時の目標を確認する。 

5 ●加減法においても、いろい

ろな変形の仕方があること

に気づかせる。 

＜関心･意欲･態度＞ 

●意欲的に課題に取り組んで

いるか。 

●目標は確認できたか。 

（
展
開
） 

１ 拡大係数行列を作り、加減法の

解法を、行列を参照しながら、

行列だけでの解法を理解する。 

 

２ 連立２元１次方程式を、消去法

で解く。（練習２６） 

 

 

 

３ 連立３元１次方程式の解法を考

える。 

 

20 

 

 

 

10 

 

 

 

 

5 

●基本変形では、方程式の解

を変えない同値変形である

ことを理解させる。 

 

●基本変形の操作は１段階ご

とに行わせ、いろいろな変

形の仕方があることを理解

させる。 

 

●未知数が増えても、連立多

元方程式は消去法で解ける

ことを理解させる。 

●係数行列を単位行列に変形

することを目標にさせる。 

＜数学的な見方･考え方＞ 

●同値変形であることが理解

できているか。 

 

＜表現・処理＞ 

●正しい手順で変形でき、解

答できているか。 

（
整
理
） 

● 行列の基本変形の手順を理解す

る。 

5 ●基本変形の３つの手順を再

確認する。 

●課題提示、次時の予告 

＜知識･理解＞ 

●本時の学習内容が理解でき

たか。 

備 
 

考 

生徒数 男子９名、女子６名 計１５名 

普通科３年進学類型理型講座 

本時の指導 

（数学Ｃ）学習指導案 


